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国立大学からのメッセージ

1

国立大学は、教育や学術研究、産業・文化振興のすべてにおいて、
社会に貢献してきました。社会変化の大きい現代では、

日本の知の創造拠点である国立大学の任務は、ますます重要になります。
今後も、公共性を生かして、産学官の連携を構築し、
多様なアプローチで、卓越した人材を育成するために、
国立大学は、六つの公共的役割を果たしていきます。

日
本
と
世
界
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る

次
世
代
を
担
う
卓
越
し
た
人
材
を
育
成
す
る

新
た
な
知
の
創
造
拠
点
と
し
て

世
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
導
く

国
民
の
健
康
の
増
進
と

医
療
・
教
育
の
向
上
を
図
る

産
学
連
携
を
通
し
て

産
業
の
発
展
と
人
材
養
成
に
寄
与
す
る

地
域
社
会
を
活
性
化
し

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
中
核
拠
点
と
な
る



公
共
的
な
役
割
を
担
う
国
立
大
学
で
は
、
産
業
界
や
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
、

新
た
な
産
業
を
興
し
、
新
し
い
領
域
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、
自
ら
の
得
意
分
野
を
、
他
の
大
学
や
企
業
・
地
域
と
協
力
し
て
広
め
る
試
み
や

地
元
に
密
着
し
た
連
携
と
そ
の
貢
献
、
産
学
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
研
究
の
拡
大
を
担
う
、

中
核
拠
点
と
し
て
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

2

【
特
集
】有
機
的
連
携
で
未
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を
拓
く

異
分
野

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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全
国
の
国
立
大
学
で
は
、
培
っ
た
研
究
成
果
を
広
く
実
社
会
に
生
か
す
た
め
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
た
な
領
域
・
分
野
と
の
連
携
を
進
め
て
、
研
究
と
教
育
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

現
場
や
異
分
野
と
の
協
力
に
よ
っ
て
進
行
し
て
い
る
研
究
や
、
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

大
学
と
現
場
の
新
た
な
連
携
で

研
究
力
・
実
践
力
を
強
化
す
る

広
く
知
を
集
め
育
む

撮影／家老芳美

障
害
者
教
育
の
方
法
を

全
国
の
大
学
と
共
有

筑
波
技
術
大
学

互いの強みを生かす
私大との共同大学院
東京農工大学

　

筑
波
技
術
大
学
は
、
聴
覚
・
視
覚
障

害
者
の
み
を
受
け
入
れ
る
国
内
唯
一
の

高
等
教
育
機
関
で
す
。
現
在
、
一
般
の

大
学
に
入
学
す
る
障
害
学
生
が
増
加
し

て
お
り
、
大
学
側
は
一
人
ひ
と
り
の
学

生
の
状
況
や
、
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
同
大
学
で
は
、「
聴
覚
・
視
覚
障

害
学
生
の
イ
コ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
を
保
障

す
る
教
育
支
援
ハ
ブ
の
構
築
」
事
業
を

展
開
し
、
創
立
以
来
培
っ
て
き
た
教
育

ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
の
大
学
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

聴
覚
系
の
支
援
と
し
て
は
、
教
員
や

職
員
に
対
す
る
研
修
、
パ
ソ
コ
ン
ノ
ー

ト
テ
イ
カ
ー
（
授
業
で
の
教
員
や
学
生

の
発
言
な
ど
を
速
記
す
る
授
業
支
援
者
）

の
養
成
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聴
覚
障
害
学
生
や
教
員
を
対
象

に
し
た
、「
デ
フ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
ろ

　

東
京
農
工
大
学
は
２
０
１
０
年
度
、

早
稲
田
大
学
と
と
も
に
、
国
内
初
の
国

私
連
携
に
よ
る
共
同
大
学
院
「
共
同
先

進
健
康
科
学
専
攻
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
専
攻
は
、
生
命
科
学
・
食
科
学
・

環
境
科
学
を
柱
領
域
と
し
て
、
健
康
科

学
を
研
究
す
る
分
野
融
合
型
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
東
京

農
工
大
学
か
ら
は
、
生
命
工
学
や
農
学

な
ど
を
専
門
と
す
る
教
員
、
早
稲
田
大

学
か
ら
は
、
医
科
学
や
リ
ス
ク
管
理
学

な
ど
を
専
門
と
す
る
教
員
が
参
画
し
て

い
ま
す
。
同
専
攻
は
、
医
薬
・
食
・
環

境
な
ど
の
分
野
で
国
際
的
に
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

う
者
学
）」
コ
ン
テ
ン
ツ
も
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、「
手
話
」、「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
な
ど
の
７
分
野
の
講
義
を
手
話

と
字
幕
で
行
う
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

　

視
覚
系
の
支
援
で
は
、
点
字
図
書
の

作
成
・
提
供
や
、
点
訳
・
音
訳
者
育
成

の
講
習
会
を
開
催
す
る
他
、
ル
ー
ペ
な

ど
の
教
育
支
援
機
器
を
他
大
学
に
貸
し

出
し
、
評
価
や
活
用
事
例
な
ど
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
は
、
今
後
も
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
や
情
報
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
、

障
害
者
の
社
会
的
自
立
と
高
等
教
育
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
貢
献
し
ま
す
。

聴覚系の支援として、授業中の教
員や学生の発言を視覚化するため、
パソコンノートテイカー（上）が
速記入力し、ほぼリアルタイムに
モニターに映し出される（下）

図形点訳ソフトで作られた点
字データ（右上）を印字する
点字プリンタ（右）

二大学共同のオリエンテーション
の一環として、東京農工大学の動
物医療センターで最先端医療機器
を見学する新入生

http://www.tuat.ac.jp/˜tw-kyodo/index.
html

http://www.tsukuba-tech.ac.jp/
department/rc/sharing_center.html



4

企
業
・
教
育
機
関
と
と
も
に

が
ん
治
療
研
究
者
を
養
成

群
馬
大
学

【特集】　有機的連携で未来を拓く 異分野ネットワーク

　

重
粒
子
線
が
ん
治
療
法
は
、
放
射

線
抵
抗
性
の
が
ん
に
強
い
威
力
を
持

ち
、
ま
た
、
副
作
用
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

患
者
の
体
の
負
担
も
軽
い
、
革
新
的
な

治
療
法
で
す
。

　

群
馬
大
学
は
、
こ
の
治
療
法
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
群
馬
県
と
共
同

で
重
粒
子
線
照
射
施
設
を
建
設
し
、

２
０
１
０
年
よ
り
、
４
０
０
人
以
上
の

患
者
の
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
県

内
医
療
機
関
と
連
携
し
て
施
設
を
効
果

的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
群
馬
医
療
圏

に
高
度
な
統
合
的
が
ん
医
療
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
・
研
究
面
で
も
、
サ
ブ
ミ
リ
重

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
高
精
度
照
射
技
術
、
医

療
用
コ
ン
プ
ト
ン
カ
メ
ラ
技
術
な
ど
の

開
発
や
、
重
粒
子
線
医
学
・
生
物
学
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
活
動
に
も
力
を
入
れ
、

２
０
１
１
年
度
に
は
、
博
士
課
程
に
お

い
て
、「
重
粒
子
線
医
工
学
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
医
学
系
の
学
生
や
臨
床
研

修
医
な
ど
か
ら
、
優
秀
な
人
材
を
選
抜

し
、
国
内
外
の
大
学
組
織
や
、
医
療
機

器
開
発
産
業
、
研
究
機
関
と
協
力
し
て
、

実
践
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
腫
瘍
学
分
野
、
重
粒
子
線
治

療
関
連
企
業
の
研
究
開
発
分
野
、
物
理

工
学
・
医
学
生
物
学
分
野
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で

小
中
学
生
の
基
礎
学
力
並
び
に
、
地
域

大
学
へ
の
進
学
率
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

技
術
革
新
を
担
う
人
材
育
成
と
い
う
社

会
的
要
請
に
も
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

北
見
工
業
大
学
は
、
小
中
学
生
の
理

科
離
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
北
見

市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
現
在
三
つ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
同
大
学
の
教
員
と
中
学

校
教
員
が
、
実
際
に
学
校
現
場
で
使
用

さ
れ
る
、
中
学
生
向
け
電
子
教
科
書
の

光
学
実
験
の
章
を
作
成
す
る
共
同
研
究

で
す
。
二
つ
目
は
、
小
中
学
生
対
象
の

も
の
づ
く
り
体
験
学
習
や
工
作
教
室
の

開
催
で
す
。
参
加
者
の
、
も
の
づ
く
り

や
工
学
へ
の
関
心
を
高
め
、
進
路
選
択

の
一
助
と
な
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
三

つ
目
は
、
同
大
学
の
技
術
員
に
よ
る
、

小
学
校
教
員
向
け
の
研
修
で
す
。
新
学

習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
内
容
で
、
教

員
の
実
験
技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

教育委員会と連携し
地域の理科教育を強化

北見工業大学

地
元
企
業
と

産
業
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
　

富
山
大
学

　

富
山
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度
に
、

現
役
の
技
術
者
を
対
象
に
、「
次
世
代

ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
コ
ー
ス
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
の
大

量
退
職
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
若
手
技

術
者
育
成
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
次
世
代
の

産
業
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
の
教
員
や
地
元
企
業
の
ベ
テ

ラ
ン
技
術
者
が
担
当
す
る
講
義
は
、
受
講

生
が
働
き
な
が
ら
学
べ
る
よ
う
、
木
曜
日

夜
間
と
土
曜
日
に
開
講
し
、
２
０
１
２

年
度
は
、
各
企
業
か
ら
選
抜
さ
れ
た
約

１
５
０
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
側
か
ら
の
意
見
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
実
践
に
役
立
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
強
化
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

工作教室で、工具の扱いを習いながら、
木材を加工する小学生

参加者は工場見学で、現場の技術者と意見交
換することができる。産業界の現状や課題に
ついての情報共有が期待される

http://www.kitami-it.ac.jp/public_relations/kyotei_
1_19.html

http://www3.u-toyama.ac.jp/manabina/

http://heavy-ion.showa.gunma-u.ac.jp

群馬大学が群馬県と共同で建設し
た重粒子線照射施設内にある、照
射治療で使用されるシンクロトロ
ン加速器
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地
域
に
存
在
す
る
問
題
の
解
決
や
、
新
た
な
産
業
の
創
出
へ
向
け
て

国
立
大
学
で
は
、
地
域
の
企
業
や
自
治
体
と
連
携
を
組
ん
で
、
研
究
開
発
や
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
、
地
元
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
町
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

地
産
地
消
の
新
時
代

地
元
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

産
学
官
で
地
域
を
支
え
る

自
治
体
と
企
業
、
大
学
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ハ
ブ
と
し
て
、
地
元
に
産
業
を
興
す

岩
手
大
学

　

岩
手
大
学
で
は
、
久
慈
市
か
ら
同
大

学
に
出
向
し
て
い
る
共
同
研
究
員
か
ら

の
相
談
を
受
け
、
東
北
・
北
海
道
地
域

の
８
大
学
で
構
成
さ
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｃ

（
北
東
・
地
域
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、「
お
か
ら

ん
」
の
開
発
に
貢
献
し
ま
し
た
。

「
お
か
ら
ん
」
と
は
、
お
か
ら
を
原
料

に
し
た
低
カ
ロ
リ
ー
主
食
用
食
品
（
お

か
ら
パ
ン
）
で
す
。
お
か
ら
ん
の
開
発

は
、
久
慈
市
の
薬
局
フ
ァ
ー
マ
・
ラ
ボ

が
、
地
域
住
民
の
健
康
維
持
・
改
善
と

製
造
工
場
の
建
設
に
よ
る
雇
用
創
出
と

い
う
、
地
域
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
を
解
決

す
る
た
め
の
商
品
開
発
を
久
慈
市
に
相

談
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

久
慈
市
共
同
研
究
員
の
相
談
を
受
け

た
同
大
学
で
は
、
課
題
の
内
容
が
学
内

研
究
者
の
専
門
分
野
と
は
マ
ッ
チ
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
を
通
じ

て
協
力
を
呼
び
掛
け
、
山
形
大
学
と
岩

手
県
立
大
学
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
ま

ず
山
形
大
学
が
成
型
を
担
当
し
、
岩
手

県
立
大
学
が
栄
養
価
と
食
味
の
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
岩
手
大
学
は
企

業
と
の
条
件
交
渉
や
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

書
作
成
を
支
援
（
技
術
移
転
支
援
）
し
、

３
年
か
け
て
商
品
化
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
お
か
ら
ん
開
発
で
は
、
地
元

の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
共

同
研
究
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
Ｎ
Ｅ

Ｒ
Ｕ
Ｃ
の
構
成
大
学
の
産
学
官
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
日
頃
か
ら
構

築
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
結
果
、
地
域
の
要
望
を
形
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
地
域
の
共
同
研
究

員
と
も
連
携
し
て
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
応
え
る
貢
献
を
考
え
て
い
ま
す
。

http://www.ccrd.iwate-u.ac.jp/neruc/　

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

在
宅
患
者
を
支
援

旭
川
医
科
大
学

　

旭
川
医
科
大
学
は
在
宅
患
者
支
援
の
た

め
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
B
B
な
ど
と
連
携
し
、

患
者
の
携
帯
電
話
を
認
証
用
の
「
鍵
」
と

す
る
本
人
認
証
技
術
や
、
モ
バ
イ
ル
回
線

を
用
い
た
患
者
情
報
共
有
技
術
及
び
双
方

向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
大
学
が
地
域
間
の
医

療
格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
１
９
９
４
年

か
ら
推
進
し
て
い
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
て
遠
隔
地
の
医
療
ス

http://www.asahikawa-med.
a c . j p / i n d e x . p h p ? f = s h o w _
topic&topic_cd=593

タ
ッ
フ
を
支
援
す
る
遠
隔

医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
も
の
で
す
。

　

退
院
患
者
が
、
通
院

中
か
ら
退
院
後
の
自
宅

療
養
中
も
、
手
術
後
の

経
過
観
察
や
生
活
習
慣

の
改
善
指
導
を
行
え
る
、

切
れ
目
の
な
い
医
療
支
援

体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。

おからを原料とした「おか
らん」。おからの成型という
問題は、山形大学がプラス
チック成型の原理を応用し
て解決した

自宅療養中の患者が測定するバ
イタル情報を確認しながら、旭
川医科大学の医師（左）が遠隔
からフォローアップする様子

「おからん」開発の
ネットワークとＮＥＲＵＣ

ファーマ・
ラボ 久慈市

岩手県立
大学

山形大学

岩手大学

ＩＲＵ（岩手地域大学連携部門）
全５大学

ＮＬＵ（北東ライフサイエンス部門）
全４大学

「おからん」
開発共同研究

ＮＥＲＵＣ（北東・地域大学コンソーシアム）
全８大学

相
談

相談
開発協力

技術移転支援

撮影／金澤篤宏



【特集】　有機的連携で未来を拓く 異分野ネットワーク

産学官で情報を持ち寄り
高齢者の営農を支える

奈良女子大学
　

奈
良
女
子
大
学
で
は
、
高
齢
化
の
進
む

農
業
経
営
の
問
題
に
、
農
学
・
工
学
・
ス

ポ
ー
ツ
科
学
・
社
会
学
の
異
分
野
の
研
究

者
が
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  「
高
齢
者
の
営
農
を
支
え
る
『
ら
く
ら
く

農
法
』
の
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、
地

域
社
会
の
衰
退
が
課
題
の
奈
良
県
吉
野

郡
下
市
町
栃
原
地
区
が
対
象
で
す
。
地
域

の
現
状
調
査
か
ら
始
ま
り
、
取
り
扱
い
が

楽
な
農
作
業
機
器
の
開
発
、
高
齢
者
の
体

力
に
即
し
た
栽
培
法
の
開
発
な
ど
、
産
学

官
が
各
自
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
農
業
従
事
者
が
生
き
生
き
と
農

業
を
営
め
る
環
境
を
構
築
し
、
全
国
の
農

山
村
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
小
学
校
と
連
携
し

発
達
障
害
児
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

埼
玉
大
学

　

埼
玉
大
学
で
は
２
０
０
９
年
度
よ
り
、

地
域
の
小
学
校
・
幼
稚
園
に
在
籍
す
る

発
達
障
害
児
の
療
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
学
校
現
場
で
は
、
Ｌ
Ｄ
（
学

習
障
害
）・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多

動
性
障
害
）
な
ど
の
発
達
障
害
児
へ
の

対
応
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
指

導
法
の
開
発
と
高
度
な
実
践
力
を
有
す

る
教
員
の
育
成
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
で
は
、
附
属
特
別
支
援
学
校

に
開
設
し
た
特
別
支
援
教
育
臨
床
研
究

セ
ン
タ
ー
に
大
学
院
生
を
参
加
さ
せ
、

発
達
障
害
児
へ
の
グ
ル
ー
プ
指
導
を
試

み
つ
つ
、
学
校
現
場
と
連
携
し
て
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
臨
床
心
理
士

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
中

心
と
な
り
、
療
育
活
動

に
参
加
し
て
い
る
児
童

の
保
護
者
と
の
話
し
合

い
を
定
例
化
さ
せ
る
こ

と
で
、
保
護
者
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
が
形
成

で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
参
加
し
た
保
護
者

か
ら
は
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

http://www.kagawa-u.ac.jp/actter/wine/

　

香
川
大
学
で
は
、
地
元
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
協
力
し
て
、「
さ
ぬ
き
ブ
ラ
ン
ド
」
の

ワ
イ
ン
開
発
を
２
０
０
１
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
の
原
料
で
あ
る
加
工
用
ブ
ド

ウ
「
香
大
農
Ｒ
―
１
」
は
、
同
大
学
の
農

学
部
で
開
発
さ
れ
た
新
品
種
の
ブ
ド
ウ

で
、
種
苗
登
録
が
な
さ
れ
た
特
徴
的
な
果

実
品
質
を
持
ち
、
１
９
８
９
年
か
ら
育
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
は
高
温
に

よ
る
着
色
障
害
が
発
生
せ
ず
、
既
存
赤
ワ

イ
ン
の
２
倍
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含

む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渋
み
が
少
な
い
品

種
の
た
め
、
ワ
イ
ン
愛
好
家
の
底
辺
拡
大

が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、生
産
者
に
と
っ

て
は
房
作
り
や
摘
粒
が
不
要
で
、
管
理
作

業
が
簡
便
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
品
種
を
使
用
し
た
ワ
イ
ン
は
、

２
０
０
６
年
に
製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ブ
ド
ウ
か
ら
作
ら
れ
た
「
さ
ぬ
き
ブ
ラ

ン
ド
」
ワ
イ
ン
は
、
醸
造
本
数
が
フ
ル
ボ

ト
ル
約
７
０
０
０
本
、
香
川
県
下
の
み
の

販
売
で
す
。
協
力
先
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
し

か
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
大
学
内
外
の
専
門
家
・
協
力

者
、
地
域
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
新

規
製
品
の
企
画
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
戦

略
を
検
討
し
、
第
二
期
の
製
品
開
発
や

販
売
戦
略
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

連携企業が開発した、高齢者でも安心して
使える電動農作業車「らくらく号（試作車）」。
現在、軽量化など更に開発が進んでいる

附
属
特
別
支
援
学
校
に
開
設
さ
れ
た
、

特
別
支
援
教
育
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

で
の
様
子
。
大
学
院
生
が
グ
ル
ー
プ

指
導
に
加
わ
る

http://www.nara-wu.ac.jp/scc/tochihara/messege.htmlhttp://www.saitama-u.ac.jp/fuyou/shien/1-toppage.html

大
学
育
成
ブ
ド
ウ
を
用
い
て

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
を
開
発

香
川
大
学

香川大学の知的財産シーズであ
るブドウ品種「香大農Ｒ‒１」からつ
くられたさぬきブランドの赤ワイン

「SAUVAGEONNE SAVOUREUSE 2011 
（ソヴァジョーヌ・サヴルーズ）」（右）

と、醸造したワインの瓶詰作業（上）
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世
界
に
貢
献
す
る
連
携
の
拠
点

複
数
の
大
学
や
研
究
機
関
・
企
業
な
ど
が
、
共
同
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
立
大
学
が
そ
の
拠
点
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

産
学
官
で
知
恵
と
技
術
を
結
集

研
究
・
教
育
の
核
と
な
る

地
域
の
中
核
と
な
る

分
野
融
合
型
の
研
究
拠
点

神
戸
大
学

産
学
官
で

バ
イ
オ
研
究
の
発
展
に
貢
献

鳥
取
大
学

　

鳥
取
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度
に
鳥

取
県
や
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

な
ど
と
連
携
し
、「
染
色
体
工
学
技
術
」

の
産
業
及
び
医
学
応
用
研
究
を
行
う
産

学
官
共
同
研
究
施
設
「
と
っ
と
り
バ
イ

オ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、
研
究
開
発
と
同
時
に
技

術
者
の
養
成
を
推
進
し
、
ま
た
、
企
業

と
連
携
し
て
大
学
の
先
端
技
術
シ
ー
ズ

　

大
分
県
と
宮
崎
県
か
ら
成
る
東
九
州

地
域
に
は
、
血
液
・
血
管
関
連
の
医
療

機
器
の
製
造
企
業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
大
学
は
、
こ
の
特
色
と
現
状
を

生
か
し
て
、
両
県
と
大
分
大
学
や
地
域

内
の
企
業
な
ど
と
連
携
し
、「
東
九
州

地
域
医
療
産
業
拠
点
構
想
」
を
策
定
し

東
九
州
で
連
携
し

ア
ジ
ア
の
医
療
を
け
ん
引

宮
崎
大
学

【特集】　有機的連携で未来を拓く 異分野ネットワーク

の
産
業
化
を
実
行
し
ま
す
。

県
と
Ｊ
Ｓ
Ｔ
は
、
同
施
設
に

対
し
て
、
経
済
・
人
的
支
援

を
行
い
、
地
域
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

既
に
成
果
の
上
が
っ
た
研

究
も
あ
り
、
今
後
も
、
産
学

官
の
人
的
・
技
術
的
交
流
を

通
し
て
、
バ
イ
オ
産
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

ま
し
た
。
産
学
官
で
連
携
し
、

①
研
究
開
発
の
拠
点
、
②
医

療
技
術
人
材
育
成
の
拠
点
、

③
血
液
・
血
管
に
関
す
る
医

療
拠
点
、
④
医
療
機
器
産
業

の
拠
点
、
の
四
つ
の
拠
点
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
医
療
機
器
産
業
の
発
達

及
び
そ
れ
に
伴
う
地
域
活
性

化
を
推
進
し
、
医
療
分
野
で

ア
ジ
ア
に
貢
献
す
る
地
域
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

神
戸
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
に
「
統
合
研
究
拠

点
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
分
野
を
横
断
し
、

全
学
的
な
規
模
で
、
分
子
レ
ベ
ル
か
ら

宇
宙
に
至
る
ま
で
の
、
広
範
囲
な
ス
ケ
ー

ル
の
学
術
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　

現
在
は
、
同
拠
点
の
隣
に

位
置
す
る
理
化
学
研
究
所
計

算
科
学
研
究
機
構
（
Ａ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
）の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
「
京
」
を
活
用
し
た
創

薬
手
法
開
発
や
、
兵
庫
県
と

共
同
で
C
O
²分
離
膜
の
実

用
化
を
目
指
す
取
り
組
み
な

ど
、
10
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
行
中
で
す
。

　

地
域
の
中
核
と
な
る
研
究

拠
点
と
し
て
、
最
先
端
の
研
究

成
果
を
世
界
に
発
信
し
ま
す
。

研究プロジェクトの一つでは、「京」の計算シミュ
レーションの結果を視覚化する技術を研究する。
写真は研究に使用する３次元可視化装置
http://www.kobe-u.ac.jp/kuirc/

「とっとりバイオフロンティア」の
最先端機器を利用して、実施され
る「バイオ人材育成講座」
http://www.med.tottori-u.ac.jp/chromosome/

東九州地域で一丸となり、地域医
療の活性化と国際医療交流を推進

研究開発
の拠点

血液・
血管に
関する
医療拠点

医療技術
人材育成の
拠点

大分県

宮崎県
宮崎大学

大分大学

医療機器
産業の
拠点

「東九州地域医療産業拠点構想」
における四つの拠点
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撮影／鈴木理策

宮
崎
美
子

熊
本
大
学
を
卒
業
し
、
女
優
の
道
を
歩
ま
れ
た
宮
崎
美
子
さ
ん
。

漢
字
検
定
１
級
合
格
や
ク
イ
ズ
番
組
で
の
活
躍
な
ど
で
、
博
学
ぶ
り
も
話
題
で
す
。

熊
本
市
の
「
わ
く
わ
く
親
善
大
使
」
も
務
め
る
宮
崎
さ
ん
に
、

地
方
大
学
へ
の
期
待
と
魅
力
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
が
熊
本
大
学
の
学
生
だ
っ
た
頃
は
、

ま
だ
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
求
人
票
に
「
女
子
も
可
」
と

書
い
て
あ
る
も
の
が
時
々
目
に
つ
く
く
ら

い
で
、
女
性
の
就
職
が
厳
し
い
時
代
だ
っ

た
ん
で
す
。
一
度
、
仕
事
に
就
い
た
ら
、

一
生
そ
こ
で
や
っ
て
い
こ
う
と
、
そ
れ
だ

け
は
決
め
て
い
ま
し
た
か
ら
、
公
務
員
や

教
職
な
ど
、就
職
を
考
え
て
法
文
学
部（
現
・

法
学
部
）
の
法
学
科
を
受
験
し
ま
し
た
。

で
も
、
学
生
時
代
は
、
の
ん
び
り
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
の
中
で
、
自
分
が

将
来
ど
う
し
た
い
の
か
、
ま
だ
よ
く
分
か

ら
な
い
、
ど
こ
に
で
も
い
る
タ
イ
プ
の
学

生
で
し
た
ね
。
た
だ
、
熊
本
大
学
に
進
学

し
た
時
点
で
、
ず
っ
と
地
元
で
暮
ら
す
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
３
年
生
の
終
わ
り
に
、
週
刊

誌
の
表
紙
に
出
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
自

分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま

ま
、
こ
の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

初
め
て
人
前
で
お
芝
居
を
し
た
時
の
こ

と
な
の
で
す
が
、
自
分
の
気
持
ち
と
体
な

の
に
、
こ
ん
な
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
も
の
か
と
と
て
も
悔
し
く
、
ま
た
、
そ

大
学
の
特
長
を
打
ち
出
し

地
元
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る

地
方
大
学
で
あ
っ
て
欲
し
い

地
元
で
就
職
を
考
え
て
い
た

熊
本
大
学
で
の
学
生
時
代

Opinion
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女
優
の
仕
事
以
外
に
も
、
私
は
本
当
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
く
て
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
イ
ズ
番
組
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
デ
ビ
ュ
ー
の
頃
か
ら
、

そ
れ
こ
そ
自
分
探
し
の
よ
う
に
や
っ
て
い

ま
す
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

と
試
せ
る
こ
の
仕
事
に
就
い
た
こ
と
は
、

幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
て
得
た
知
識
や
体
験
は
、
演
じ

る
上
で
無
駄
に
な
る
こ
と
は
何
一
つ
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
ア
イ
ド
ル
の
話
題
だ
っ

て
、
ア
イ
ド
ル
好
き
の
子
ど
も
を
持
つ
お

母
さ
ん
の
役
が
き
た
時
に
役
立
ち
ま
す
。

何
で
も
知
っ
て
い
て
損
は
な
い
し
、
そ
う

い
う
こ
と
を
面
白
い
と
感
じ
る
ん
で
す
。

た
だ
、
今
で
も
私
は
女
優
で
す
っ
て
言
う

の
は
気
恥
ず
か
し
い
ん
で
す
よ
。

ま
た
一
方
で
、
女
優
と
い
う
の
は
失
敗
す

る
と
容
赦
な
く
批
判
さ
れ
る
仕
事
で
も
あ

り
ま
す
。
公
に
恥
を
か
い
て
、
そ
れ
を
重

ね
る
仕
事
な
の
で
す
。
で
も
、
そ
う
い
う

経
験
か
ら
、
自
分
の
中
に
、
ど
れ
だ
け
恥

を
か
い
て
も
こ
こ
だ
け
は
譲
れ
な
い
と
い

う
、
そ
れ
ま
で
自
分
で
も
気
付
い
て
い
な

か
っ
た
、
ぶ
れ
な
い
自
分
の
芯
の
よ
う
な

も
の
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
。
仕
事
を
通

じ
て
鍛
え
ら
れ
て
、
揺
る
ぎ
な
い
自
分
と

い
う
も
の
が
定
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
、
大
学
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
お
か
げ
で
、
今
の
自
分
が
あ

こ
が
面
白
く
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
随
分
悩
み
ま
し
た
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と

続
け
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

「
仕
事
は
女
優
で
す
」
と
人
に
言
え
て
、

こ
の
仕
事
が
面
白
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
20
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
か
ら
で

す
。
現
場
で
皆
と
一
つ
の
も
の
を
つ
く
り

上
げ
る
面
白
さ
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、

経
験
を
積
み
重
ね
た
こ
と
で
小
さ
な
手
応

え
が
生
ま
れ
て
、
よ
う
や
く
や
っ
て
き
て

良
か
っ
た
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
を
始
め
、
何
事
も
続
け
る
こ
と
な

ん
で
す
ね
。
途
中
で
辞
め
て
い
た
ら
、
今

の
楽
し
さ
は
味
わ
え
な
か
っ
た
し
、
以
前

は
10
セ
ン
チ
先
が
見
え
な
く
て
困
っ
て
い

た
の
が
、
今
で
は
見
る
角
度
を
変
え
た
り
、

少
し
引
い
て
見
た
り
と
考
え
る
余
裕
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
演
じ
る
難

し
さ
の
質
も
、
違
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
役
者
の
仕
事
は
役
ご
と
に
違
う

人
生
を
生
き
る
の
で
、
常
に
新
し
い
挑
戦

が
あ
る
と
こ
ろ
に
も
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
母
親
役
が
多
い
の
で
す
が
、
現
実

に
は
母
親
で
な
い
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

挑
戦
で
す
。
踊
る
役
が
く
れ
ば
踊
り
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
重
荷

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
小

さ
な
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新
し
い
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で

揺
る
ぎ
な
い
自
分
が
で
き
て
く
る

大
学
で
学
ん
だ
「
学
問
」
の
仕
方
が

今
も
「
学
ぶ
」
時
の
基
本

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
一
生
勉
強
が
必
要

知
識
を
得
て
新
し
い
世
界
に
接
す
る
こ
と
は

い
く
つ
に
な
っ
て
も
で
き
る
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る
の
で
す
が
、
勉
強
し
な
か
っ
た
と
い
う

後
悔
も
あ
っ
て
、
数
年
前
に
漢
字
検
定
を

受
け
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
勉
強
す
る
っ

て
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
知
識
を
得

て
新
し
い
世
界
に
接
す
る
こ
と
は
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
で
き
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
近
頃
は
、「
知
っ
て
い
る
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
よ
く
考
え
ま
す
。

現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
分
か

ら
な
い
こ
と
は
簡
単
に
調
べ
ら
れ
ま
す
が
、

私
に
は
、
そ
う
や
っ
て
得
た
知
識
が
本
当

に
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
の
か
と

疑
う
気
持
ち
が
あ
る
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

私
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
自
分
の
中
で
は
不
確
実
な

知
識
な
の
で
す
。

今
の
私
は
、
実
際
に
自
分
で
触
れ
た
り
、

人
に
会
っ
て
話
し
た
り
し
て
じ
か
に
感
じ

取
っ
た
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
言
っ

て
も
い
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
で
き
る
だ
け
味
わ
っ
て
、

知
り
た
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

大
学
で
は
、
学
問
と
は
一
次
資
料
に
基

づ
い
て
、
一
つ
一
つ
自
分
で
調
べ
る
と
い

う
手
続
き
を
踏
む
こ
と
が
必
要
だ
と
学
び

ま
し
た
。
私
は
今
で
も
、
何
か
を
調
べ
る

時
に
は
最
初
の
資
料
に
当
た
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。「
学
ぶ
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
教
え
て
く
れ
る
場
所
が
、
大
学
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
誰
も
が
一
生
勉

強
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
学
生
時
代
だ
け
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

自
分
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
、
磨
い
て
い
か

な
い
と
、
ど
ん
な
職
業
に
就
い
て
も
伍
し

て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
が
選
ん
だ

大
学
の
先
生
や
施
設
、
そ
し
て
時
間
を
十

二
分
に
使
い
尽
く
し
、
自
分
の
も
の
に
し

て
、
将
来
へ
の
土
台
を
つ
く
っ
て
欲
し
い

し
、
貪
欲
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
大
学
は
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
も
の

を
、
学
生
に
与
え
る
場
で
あ
り
続
け
て
欲

し
い
で
す
ね
。

私
は
金
属
が
好
き
で
、
今
、
一
番
注
目

し
て
い
る
の
は
、「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」
で
す
。
出
身
大
学
の

名
前
が
つ
い
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
あ
っ
て
、

地
元
の
企
業
と
協
力
す
る
こ
と
で
広
が
り

が
出
て
、
地
域
が
活
性
化
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
研
究
が
さ
れ
て
い
る
こ

Opinion

と
に
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
た
り
、
人
を

引
き
付
け
る
新
し
い
研
究
を
し
た
り
、
大

学
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
、
地
元
に
産
業
を
興

し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
そ
う

し
た
姿
が
、
地
方
大
学
の
本
来
の
あ
り
方

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
私
が
地
方

大
学
に
最
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。「
う

ち
の
大
学
は
こ
れ
」
と
い
う
も
の
を
、
ぜ

ひ
打
ち
出
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

地
方
大
学
っ
て
、
地
元
の
人
か
ら
信
頼

さ
れ
、
地
元
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
く
れ

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
し
て
、
絶
対
に
地
元
か
ら
な
く
な
っ
て

は
困
る
も
の
で
す
か
ら
、
が
ん
ば
っ
て
欲

し
い
ん
で
す
。

私
は
、「
何
か
す
ご
い
も
の
が
あ
る
の

よ
」
っ
て
宣
伝
す
る
お
手
伝
い
し
か
で
き

ま
せ
ん
が
、
微
力
な
が
ら
誇
り
を
持
っ
て

応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮崎美子（みやざき  よしこ）
女優。1958年、熊本県生まれ。熊本大学法文学部（現・法学部）法学科在学中に『週
刊朝日』の表紙を飾り、ミノルタのテレビＣＭに出演。1980年、ＴＶドラマ
で本格デビューし、1982年、卒業。映画や舞台、ドラマで女優として活躍す
ると同時にリポーターやクイズ番組などにも出演し、その幅広い知識で注目
を集める。2012 年4月から、話題の作家を招いてブックトークを行う「宮崎
美子のすずらん本屋堂」の司会を務めるなど、現在も活動の幅を広げている。

地
元
の
た
め
に
が
ん
ば
る
大
学
を

誇
り
を
持
っ
て
応
援
し
た
い
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黄砂観測のための気球
（上）と廃校を利用した
能登学舎（左）

か
つ
て
の
糧
秣
庫
は
、
現
在
資

料
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

国
立
大
学
に
は
、
最
新
設
備
を
持
つ
建
物
や
過
去
を
伝
え
る
歴
史
的
建
築
、

緑
豊
か
な
自
然
な
ど
、
訪
れ
た
く
な
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
各
支
部
お
す
す
め
の
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

支部通信

国際色豊かなキャンパスの象徴
円形回廊
東京外国語大学（東京支部）

東
京
外
国
語
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
初
め
て
訪
れ
る
人
の
注

目
を
最
も
多
く
集
め
る
の
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
配
さ
れ

た
円
形
回
廊
で
す
。

こ
の
回
廊
は
、
講
義
が
行
わ

れ
る
研
究
講
義
棟
や
附
属
図
書

館
、
異
文
化
交
流
施
設
で
あ
る

ア
ゴ
ラ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

所
な
ど
、
同
大
学
の
主
要
な
施

設
を
つ
な
ぎ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

基
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
祭
「
外
語
祭
」
で
は
、

新
入
生
を
中
心
と
し
た
学
生
が
、

専
門
で
学
ぶ
26
の
言
語
ご
と
に

分
か
れ
、
円
形
回
廊
に
各
国
・

地
域
ゆ
か
り
の
料
理
を
振
る
舞

う
「
各
国
料
理
店
」
を
設
置
し
、

大
変
な
盛
況
を
見
せ
ま
す
。

円
形
回
廊
は
、
国
際
色
豊
か

な
研
究
・
教
育
活
動
を
実
践
し
、

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出

す
る
、
同
大
学
の
象
徴
で
も
あ

る
の
で
す
。

無垢材を用いた外観（左）と自然光
をふんだんに取り入れた内部（右）

発
見
！
国
立
大
学

--
M
U
S
E
U
M
＆

C
A
M
P
U
S--

奈
良
教
育
大
学
高
畑
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
旧
日
本
陸
軍
奈
良
連

隊
の
駐
屯
地
跡
に
あ
り
、
レ
ン

ガ
造
り
の
糧
秣
庫（
食
料
倉
庫
）

や
、
星
章
を
あ
し
ら
っ
た
鬼
瓦

が
特
徴
の
弾
薬
庫
な
ど
の
建
築

物
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
当
時
の
様
子
を
知
る
た

め
の
貴
重
な
資
料
で
す
。

例
え
ば
、
附
属
小
学
校
で
は
、

地
域
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
一
環
と
し
て
、
児
童
や
保
護

者
を
対
象
に
し
た
見
学
会
な
ど

で
こ
こ
を
訪
れ
、
歴
史
教
育
の

教
材
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糧
秣
庫
は
「
学
術
情

報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
資

料
館
」
と
し
て
、
当
時
の
教
科

書
や
教
具
な
ど
、
学
制
発
足
以

降
の
奈
良
県
下
の
初
等
中
等
教

育
を
中
心
と
し
た
教
育
関
係
資

料
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
同
資
料
館
は
、

大
学
の
研
究
成
果
の
発
表
の
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

戦争の記憶を伝える
陸軍駐屯地跡のキャンパス
奈良教育大学（近畿支部）

「
エ
コ
ラ
ボ
」
は
２
０
１
０
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
東
北
大
学

大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
新

校
舎
で
す
。
こ
の
木
造
建
築
に

は
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

農
学
研
究
科
の
演
習
林
か
ら
計

画
的
に
伐
採
さ
れ
た
、
樹
齢
約

50
年
の
杉
材
と
、
県
北
地
域
の

木
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

効
率
的
に
生
か
す
た
め
に
太
陽

光
発
電
・
蓄
電
設
備
や
微
小
電

力
活
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
同
大
学
の
研
究

成
果
が
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
と
最
新
技
術
が
融
合
し

た
エ
コ
ラ
ボ
は
、
環
境
問
題
解

決
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
す
同
研
究
科
を
体
現
し
た

建
築
で
す
。

エ
コ
ラ
ボ
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

案
内
に
よ
り
、
誰
で
も
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
内
で
育
て
た
杉
を
使
用
！

自
然
を
生
か
す
「
エ
コ
ラ
ボ
」

東
北
大
学
（
東
北
支
部
）

大
き
な
円
を
描
き
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ

な
ぐ
円
形
回
廊

能
登
半
島
を
中
心
と
し
た

独
自
の
地
域
研
究
拠
点

金
沢
大
学
（
東
海
・
北
陸
支
部
）

金
沢
大
学
は
、
高
等
教
育
機

関
が
な
い
能
登
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
大
学
は
、
活
動
拠
点
と
し

て
能
登
半
島
の
先
端
に
「
金
沢

大
学
能
登
学
舎
」
を
設
置
し
、

世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山

里
海
」
を
保
全
・
活
用
す
る
人

材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
、
世
界
の
黄
砂
研
究
者
が
集

う
観
測
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
能
登
の
九
十
九
湾
に

あ
る
「
環
日
本
海
域
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
臨
海
実
験
施
設
」
も
、

教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
と
し

て
、「
総
合
的
日
本
海
域
環
境

学
」
な
ど
の
講
義
・
実
習
を
全

国
の
大
学
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
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九
州
工
業
大
学
戸
畑
キ
ャ
ン

パ
ス
の
「
明
専
ア
ー
カ
イ
ブ
」

は
、
創
立
当
初
か
ら
現
在
ま
で

の
同
大
学
の
貴
重
な
資
料
を
展

示
す
る
資
料
館
で
す
。
建
物
は
、

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
や
Ｂ
Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ａ
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

屋
外
に
は
、
前
身
の
明
治
専

門
学
校
時
代
か
ら
実
習
や
研
究

に
使
わ
れ
、
現
在
は
そ
の
役
目

を
終
え
た
数
々
の
実
験
機
械
が

展
示
さ
れ
、
日
本
の
工
業
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
歴
史
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

創
立
当
初
か
ら
現
存
す
る
正
門

や
守
衛
所
と
と
も
に
、
経
済
産

業
省
よ
り
「
技
術
者
教
育
に
係

る
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

正
門
か
ら
、
機
械
群
、
明
専

ア
ー
カ
イ
ブ
へ
と
続
く
道
の
り

は
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
主
催

す
る
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
北
九

州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
」

の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

技
術
者
教
育
の
歴
史
を
伝
え
る

「
明
専
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
機
械
群

九
州
工
業
大
学
（
九
州
支
部
）

高校生が
「植物工場」で
最新「農業研究」を体験
山口大学（中国・四国支部）

最
新
の
技
術
を
使
っ
た
研
究
を

体
験
す
る
高
校
生

て
い
ま
す
。
光
合
成
の
測
定
や

野
菜
の
収
穫
作
業
な
ど
を
通
し
、

参
加
者
は
植
物
工
場
研
究
の
面

白
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

２
０
１
２
年
度
に
は
、
植
物

工
場
実
証
施
設
（
第
二
植
物
工

場
）
を
開
設
し
、「
植
物
工
場
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
「
人
・
技
・
も
の
」

を
結
び
付
け
、
人
材
育
成
や
食

料
に
ま
つ
わ
る
社
会
的
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山
口
大
学
は
、「
植
物
工
場

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、

２
０
１
０
年
度
に
高
度
な
環
境

制
御
が
可
能
な
植
物
工
場
を
開

設
し
ま
し
た
。「
植
物
工
場
」

と
は
、
照
明
や
水
、
温
度
な
ど

を
管
理
し
て
無
農
薬
で
農
作
物

を
育
て
る
施
設
の
こ
と
で
す
。

同
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度

か
ら
、
高
校
生
を
対
象
に
、
最

新
機
器
を
使
っ
た
実
験
・
実
習

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の
製
作
を

習
う
小
学
生

室
蘭
工
業
大
学
の
「
も
の
づ

く
り
基
盤
セ
ン
タ
ー
」
は
、
も

の
づ
く
り
に
関
す
る
実
践
的
な

教
育
、
基
盤
技
術
研
究
、
地
域

交
流
を
目
的
に
、
２
０
０
６
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
中
高

生
が
対
象
の
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
、
風
鈴
の
製
作

な
ど
を
通
し
、
学
校
の
授
業
と

実
際
の
も
の
づ
く
り
が
ど
の
よ

う
に
結
び
付
く
か
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
、
理
系
の
面
白
さ
と

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
感

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
工
作
機
械
の
使

用
方
法
か
ら
も
の
づ
く
り
の
技

ま
で
を
学
べ
る
技
術
講
習
会
や
、

社
会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
講

師
を
招
い
て
開
催
す
る
テ
ク
ノ

カ
フ
ェ
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
技
能
を
伝
え
る

「
も
の
づ
く
り
基
盤
セ
ン
タ
ー
」

室
蘭
工
業
大
学
（
北
海
道
支
部
）

明専アーカイブ（上）と明治専門学校時代の実験機械（下）

「
緑
の
小
道
」（
右
の
矢
印
部
分
）

と
小
道
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で

遊
ぶ
園
児
（
左
）

上
越
教
育
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
、
か
つ
て
人
々
の
生
活

の
場
だ
っ
た
里
山
が
保
全
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
大
学
は
、
里
山

内
に
自
然
探
索
路
「
緑
の
小

道
」
を
整
備
し
、
自
然
環
境
学

習
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

長
年
、
人
の
手
で
利
用
・
管

理
さ
れ
て
き
た
里
山
に
は
、
人
間

の
生
活
と
か
か
わ
り
が
深
い
動

植
物
が
多
く
、
学
習
素
材
と
し

て
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
小
道
で
、
子
ど
も
た
ち

と
自
然
に
親
し
む
自
主
活
動

「
学
び
の
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
す

る
教
員
志
望
の
学
生
は
、
こ
の

里
山
で
将
来
の
た
め
の
経
験
を

培
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
緑
の
小
道
は
、

小
学
校
の
総
合
学
習
や
附
属
幼

稚
園
の
遊
び
の
場
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

キャンパス内の里山を散策！
自然探索路「緑の小道」
上越教育大学（関東・甲信越支部）

➡
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い
る
下
級
生
や
他
学
部
の
学
生
に
声
を

掛
け
る
な
ど
し
、
カ
フ
ェ
の
運
営
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
店
は
、
毎
週
火
曜
か
ら
木
曜
と
日

曜
の
午
後
に
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
す
る

他
に
、
週
１
回
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
」

は
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
学
生
や
社
会
人

で
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
、
町

や
地
元
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
み
ん

な
で
話
し
合
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宇
都

宮
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
テ
ー
マ

に
、
中
小
企
業
診
断
士
に
講
義
を
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
商
店
街
の
他
店
舗
と
合
同
で 

　「
ナ
イ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
近
隣

店
舗
の
画
材
店
と
雑
貨
店
が
、
お
店
や

ガ
レ
ー
ジ
で
作
品
を
展
示
す
る
間
、
休

憩
所
と
し
て
お
店
を
提
供
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ナ
イ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
縁
で
、

切
り
絵
作
家
の
作
品
展
を
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ

Ａ
Ｓ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

し
て
地
域
を
活
性
化
で
き
る
、
飲
食
店

に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
格
的
な

料
理
を
出
す
の
は
難
し
そ
う
だ
っ
た
の

で
、
最
終
的
に
は
飲
み
物
と
デ
ザ
ー
ト

を
出
す
カ
フ
ェ
に
決
ま
り
ま
し
た
。

審
査
通
過
後
、
２
カ
月
程
で
改
装
な

ど
の
準
備
を
行
い
、
２
０
１
１
年
の
12

月
に
開
店
し
ま
し
た
。
店
名
の
「
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」
は
、
僕
の
出
身
地
の
栃
木

県
大
田
原
市
の
方
言
で
、
祖
父
母
が
よ

く
使
う
「
か
ん
ま
す
」
と
い
う
言
葉
か

ら
付
け
ま
し
た
。「
か
ん
ま
す
」
に
は
、 

　「
か
き
混
ぜ
る
」
や
「
平
ら
に
す
る
」
と

い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
訪
れ
、
交
流
が
育
ま
れ
る
よ
う
な
「
地

域
を
か
ん
ま
す
」
お
店
に
し
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

―
―
お
店
は
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い

る
の
で
す
か
？

応
募
す
る
企
画
書
を
作
成
す
る
時
点

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者
13
人
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
が
、
実
質
的

な
運
営
は
僕
が
主
と
な
り
、
あ
と
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
授
業
を
受
講
し
て

貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
運
営
を

行
う
授
業
な
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
宇

都
宮
市
が
「
学
生
に
よ
る
空
き
店
舗
活

用
事
業
」
の
募
集
を
し
て
お
り
、
教
授

に
勧
め
ら
れ
、
応
募
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

応
募
に
当
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
案

が
出
た
の
で
す
が
、
交
流
促
進
の
場
と

―
―
な
ぜ
カ
フ
ェ
を
始
め
た
の
で
す
か
？

「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」
は
、
僕

が
２
０
１
１
年
に
受
講
し
て
い
た
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
と
い
う
授
業
の
一

環
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
学
生
が
地
域

大
お お

嶋
し ま

 悠
ゆ う

也
や

宇都宮大学教育学部　
総合人間形成課程環境創造領域４年

今、学生は
宇
都
宮
市
の
ユ
ニ
オ
ン
通
り
に
あ
る
「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」（
カ
フ
ェ
・
カ
ン
マ
ス
）

は
、宇
都
宮
大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。代
表
で
あ
る
大
嶋
悠
也
さ
ん
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
カ
フ
ェ
の
営
業
に
と
っ
て
何
よ
り
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
交
流
の
輪
を
広
げ

地
域
を
と
も
に
盛
り
上
げ
る

宇
都
宮
大
学
　
大
嶋 

悠
也
さ
ん

方
言
を
用
い
た
店
名
に

願
い
を
込
め
る

！

内装や家具には、お客さんがゆっくりくつろげるように木材を多用している

木材のカットから仕上げまで、すべて
自分で行ったカウンターとテーブル
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広
が
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
わ
ず
か
で

も
地
域
を
動
か
し
て
い
る
と
実
感
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

―
―
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
か
？

行
政
と
地
元
の
地
域
活
性
化
に
対
す

る
考
え
の
違
い
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

行
政
が
ま
ち
づ
く
り
に
熱
心
な
一
方
で
、

地
元
で
は
今
ま
で
通
り
生
活
が
成
り
立

て
ば
、
無
理
し
て
盛
り
上
げ
る
必
要
は

な
い
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
僕
は
カ
フ
ェ
を
始
め
る
前

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行
政

側
の
施
策
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
今
は
、
行
政
と
地
元
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
の
に
役
立
つ
よ
う
な
研
究
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
は
、
地
域
密
着
型
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
多
く
、
特
に
僕
が
所
属

す
る
教
育
学
部
総
合
人
間
形
成
課
程
は
、

机
上
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、
教
室
の
外

で
実
地
に
学
ぶ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
が

多
い
で
す
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
の

授
業
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
「
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｍ
Ａ
Ｓ
」
を
運
営
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
で
す
し
、「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」
を
通
し

て
、
も
の
の
考
え
方
や
興
味
の
範
囲
が

随
分
広
が
っ
た
の
で
、
こ
の
学
部
で
学

べ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い

卒
業
後
は
大
学
院
に
進
み
、
学
生
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」
の
今
後
に
つ
い
て

も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
状
で

は
、
市
の
助
成
金
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
は
そ
れ
な
し
で
も
経
営
が
成
り

立
つ
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

僕
は
約
１
年
こ
の
お
店
を
や
っ
て
、

最
近
よ
う
や
く
商
店
街
の
近
隣
店
舗
や

お
客
さ
ん
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
本
当
に
地
元
に
密
着
し
て
、
地

域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
時
間
が
掛

か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
僕
が
社
会
に

出
る
時
に
は
、
こ
う
し
て
で
き
た
地
元

と
の
関
係
を
維
持
し
、
お
店
を
発
展
さ

せ
ら
れ
る
人
に
引
き
継
ぎ
た
い
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
学
生
主
体
で
や
っ
て
い
く

の
か
、
地
域
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
う

方
が
い
い
の
か
、
ま
だ
模
索
中
で
す
が
、

　「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」
が
地
域
を
盛
り
上
げ

る
お
店
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
方
法
を
見

つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
政
と
地
元
商
店
街
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
気
付
く

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
お
店
の
常
連
に

な
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
多
く
、
お

客
さ
ん
の
提
案
で
健
康
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
後
は
、
お
客
さ
ん
同
士
の
交

流
時
間
を
必
ず
設
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
お
客
さ
ん
同
士
で
交
流
の
輪
が

コーヒーは、カフェで働く知人
に習ったやり方で丁寧にいれる

（右）。デザートは、食材によって
臨機応変に作る。この日に作った
のは、オレンジのクレープシュ
ゼット（下）

お店の前でこの日のスタッフと。手に持つのは、
大嶋さん手作りの看板

内装や家具には、お客さんがゆっくりくつろげるように木材を多用している

切
り
絵
作
家
の
作
品
展
で
は
、

来
場
者
が
切
り
絵
を
体
験
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
た

（
写
真
提
供
／
倉
田
恵
）
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